平成23年6月吉日
関係各位　殿
日本LBC検査技術推進フォーラム設立準備会開催のご案内
謹啓
薫風の候、皆様におかれましては御健勝のこととお慶び申し上げます。
ここ数年、米国で開発され主に子宮頚部細胞診の分野で普及している液状化検体細胞診（Liquid Based Cytology : LBC）は、近年本邦でも広がりをみせております。LBC技術は、これまでの細胞診検査技術と比べて、標本作製の標準化という点で絶大なる効果があり、形態学的特長だけでなく細胞内に存在するタンパクや遺伝子情報なども含めて一定期間保存できるという、画期的なプラットフォーム技術としての一面を有しております。
この度、LBC技術を用いた検査法標準化の推進やプラットフォームとして用いた場合の研究を推進する為、「日本LBC検査技術推進フォーラム」を設立し、本格的な議論の場を設けるべく準備を進めることとなりました。
そこで今回、米国からUniversity of Chicago（シカゴ大学）のRichard DeMay博士と、Billings Clinic(ビリングスクリニック)のRandall Gibbs博士をお迎えし、LBCを巡る米国の最新動向について理解を深め議論していくことを目的として、「日本LBC検査技術推進フォーラム設立準備会」を開催することといたしました。
詳細は別紙プログラムをご参照下さい。是非多くの皆様に参加頂き、ご理解を深めて頂きたいと願っております。
直前のご案内となりまことに恐縮でございますが、多くの方々のご参加を心よりお待ちしております。
謹白
日本LBC検査技術推進フォーラム設立準備会　発起人代表
国際医療福祉大学教授・病理診断センター長　三田病院　長村　義之
日本LBC検査技術推進フォーラム設立準備会　発起人
東京慈恵会医科大学附属柏病院産婦人科診療部長　教授　佐々木　寛
　　　　　　事務局：
　　　　　　株式会社エスアールエル
　　　　　　臨床検査事業検査部門羽村検査部
　　　　　　042-579-4511　　　名取　恒夫
日本LBC検査技術推進フォーラム設立準備会
日時：平成23年6月12日（日）18：00－21：00
場所：東海大学校友会館（東京都千代田区霞が関3-2-5　霞が関ビル35階）
17：30　受付開始
18：00　学術講演会
　　　　【発起人代表からのご挨拶】　長村義之（国際医療福祉大学）
　　　　【招待講演】
・Dr. Richard DeMay
Director, Division of Cytopathology, University of Chicago
“Location guided screening in cytology and HPV”
・Dr. Randall Gibb
Director of Gynecologic Oncology Cancer Services, Billings Clinic
“The complementary nature of high risk HPV and Pap testing”

　　　　　【発起人からのご挨拶】　佐々木寛（東京慈恵会医科大学柏病院）
　19：30　意見交換会（食事をご用意しております）　
　21：00　終了
＊参加無料、和訳配布資料有り
